















れは大体に於いて、皇子を儲けることもなかったし、君寵も長くは続かなかったということにほかあるまい。かつて、君寵を蒙ったという栄誉を自負しつつ、いたずらに高慢になり、あるいは、とめどなく奔放になり、むなしく内裏女房として老いていく、そのような 性像が「御達」の呼称に籠められてい ように思われる。それゆえ こそ、阿部『伊勢物語全訳注』第十九段の〈語釈〉に「 ばしば主人筋の愛情を受け、女房の身分ながら特別の立場を默認されている」と指摘されて るような実体を呈したのであろ
う（２）
。
































































と登場する零落の「御」である。共に事例として上げられる「南助」について、川口久雄氏は、頭注に「南淵大納言年名の子、内蔵助良臣のこと。年名の山荘で貞観十九年暮春三月に尚歯会があったことは次に出。その山荘は延暦寺西坂本にあり、その後年名が死んで、山荘は慈覚大師本願の禅院となり、良臣は零落して博徒となった。 」と、南淵良臣とされる。しかし、「弁の御」については、 「この分注、 『御』を懇切に説明する。幼い子供に智識を授ける意識で注をほどこしたものか。相公は、
零落漂泊する御
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　　 　　　　　 　　　　安縄 　　　　　　　　　　　　邦香　　 扶縄 　　 女子（弁の御） 　　※仮に良縄娘とした場合
	
（９）




























































































































































































































































































































　　　藤原内麿 　　眞夏 　　濱雄 　　　　　家宗 　　　　　　　　　　弘蔭 　　　　　　　繁時　　　　　　　 　　　 　　 　　 　　 継蔭 　　女子　　　 　 女子（弁の御） ※仮に家宗娘とした場合
従五下民部少輔
イ讃岐守 　イ大炊頭 　兵部少輔イ春宮少進 中宮亮イ太皇太后亮 　イ勘解由長官左大弁参議
阿波守 　イ相模介相模守 　イ民部少輔日向守 　従五上大学頭 　地下




































































寛平みかどの御時、大宮す所ときこえける御つぼねに、大和に親ある人さぶらひけり。親いとかなしくして、 「なべての男はあはせじ」とおもひてさぶらはせけるに、宮すどころの御せうと いとねむごろにいひわたり給ふを、いかゞありけむ、 「親、いかゞいはむ」とおもへど、 「さ べき宿世にこそあらめ わかき人たのみがたくぞあるや」とぞいひける。年経るほどに、その時の大将の婿になりにけり。親きゝて、 「さればよ」とおもひけり。



















とがあって、年時に沿っているとは言い難いが、 「これかれ、とかく言へど、聞かで、宮仕へをのみしける」という括りの中でのこ であろう。 「つかうまつるみやすどころも、后にゐたまひぬ。 」とあることからすれば、寛平七年（八九五）か翌年くらいに、宇多天皇と ことが ったのではなかろうか。 の「伊勢の御」の親の期待も妹の事例が念頭にあったとすれば、頷けるところで 良繩娘か家宗娘のどちらかが、清和天皇 寵を受た「弁 御」ということである。
　さて、 「弁の御」ではないが、 『大和物語』六五段には、
水尾の帝の御時、左大弁のむすめ、弁の御息所とていますかりけるを、帝御ぐしおろしたまうてのちにひとりいますかりけるを、在中将しのびて通ひけり。中将、病いとをもくしてわづらひけるを、もとの妻どももあり、これはいとしのびてあることなれば、えいきもとぶらひたまはず、しのびしのびになむとぶらひけるこ 日々にありけ 。さる 、はぬ日なむありける。病もいとを りて、その日になりにけり。中将のもとより、
　　つれづれといとど心のわびしきにけふはとはずて暮してむとや



































































娘と三〇歳の時の娘 、年齢 入れてみたが、どちらかを確定する資料は見出していない。あくまでも想像の域を出ないが、清和天皇皇子達の誕生が清和九歳以後と うことか 推して家宗娘 推量する。
　『大和物語』には、もう人の零落の御がいる。それは、六段に、
筑紫にありける檜垣の御といひけるは、いとらうあり、をかしくて世を経ける者になむありける。年月かくてありわたりけるを、純友がさわぎにあひて、家も焼けほろび、物の具もみなとられはてて、いみじうな にけり。か りとも知らで、野大弐 討手の使に下りたまひて、それが家のありしわたりをたづねて、 「檜垣の御といひけむ人に、い であはむ。いづくにかすむらむ」とのたまへば 「このわたりになんすみはべりし」など、ともなる人もいひけり。 「あはれ、かかるさはぎに、い な にけむ。 づね しかな」とのたまひけるほどに、かしら白きおうなの水くめるなむ、前よりあやしきやうなる家に入りける。ある人 り れなむ檜垣の御」といひけり。いみじうあはれがりたまひて、よばすれど、恥ぢて来で かくな いへりけ 。
　　むばたまのわが黒髮は白川のみづはくむまでなりにけるかな
	






























































のであって、飲み水を乞うということ はない 枕詞「むば まの」が 我が黒髪も白髮」 （肉体老化の具体現象①）を引
零落漂泊する御
三










とあって、元輔と檜垣の嫗は 知己の関係であったことが知られる。詞書に「老いきはめて、すみかも無うなりはてて、手づから水汲む際になりて」と、老残老醜が原因として零落落魄が語られる。 「老いはてて」 、 「我が黒髪も白髮」 （肉体老化の具体現象①） ・ 「みづはぐむ」 （瑞歯ぐむ・肉体老化の具体現象②）となり 老醜の結果、 「白河の水は汲むまで」 （生活窮乏の状況） 「なりにけるかな」と零落落魄に収束する。隠れていた「水は汲む」という行為が、顕在化することによって、肉体老化の 零落落魄が重なっていくのである。
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分かれる。檜垣の嫗が「うかれめ」であったかどうか、それを決する指標となるものはない。前述したように、 「御」というのは『大和物語』が施した虚構とすれば、 『後撰和歌集』のように即興で地名と飲料水を出す行為行動と老齡容姿とを合わせて詠む手法から、 『大和物語』四五段の
亭子の帝、河尻におはしましにけり。うかれめに、しろといふ者ありけり。召しにつかはしたりければ、まゐりてさぶらふ。上達部 殿上人、みこたち、あまたさぶらひたまひければ、しもに遠くさぶらふ。 「かくはるかにさぶらふよし、歌つかうまつれ」とおほせられければ すなはちよみて てまつりける、
　　浜千鳥とびゆくかぎりありければ雲立つ山をあはとこそ見れ
とよみたりければ、いとかしこくめでたまひて かづけ物たまふ。 （以下省略）
という、 「すなはちよ」む即興性や、 「雲立つ山」や「あは」と った表現の面白さに類似 感じ 。また、四六段の、





























































































































































































































37） 『檜垣嫗集全釈』 『私家集全釈叢書 ９ 風間書房、平成・五、〇九頁。
（
38）角川書店ＣＤ
― ＲＯＭ版、〇〇・による。
（
39）以下の家集はすべて角川書店ＣＤ
― ＲＯＭ版、〇〇三・六による。
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